
××

××
××

×

×××××××

××××××××××××××××××

長沢橋

※冬期閉鎖

×××××

×××××××××

××××

××

×××××
×××
××
×××

××

××
××

××
××

××
×××
××

×

新和田トンネル

八島高原線

観音沢

東
餅
屋

至
長
和
町

▲

鷲ヶ峰口

西餅屋

ビ
ー
ナ
ス
ライン（

冬
季
閉
鎖
）

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
跡

下諏訪駅 諏訪大社
下社秋宮

諏訪大社
下社春宮

下諏訪
中学校

水月公園
慈雲寺

諏訪共立
病院

大灯篭

グリーン
サンホテル

十四瀬川
簀子橋

来迎寺

山の神社

道祖神
山吹沢

落合
茶屋跡 落合

発電所

東餅屋

和田トンネル餅屋川

東俣川

東俣川

和田峠

石小屋跡

一里塚
（五十三里塚）

一里塚
（五十五里）

一里塚
（五十四里）

焙烙沢

古屋敷

砥
沢

砥沢林道

赤
渋
沢

砥川

砥川

砥川

木落坂トンネル

神の湯

宮の湯

湖北トンネル

大樋橋
浪人塚

落合R142バイパス

下諏訪商工会議所

下諏訪町役場

下諏訪観光案内所

総合文化センター

総合運動場

竜の口
（水神）

御作田社

七曜星社蔵

伏見屋邸

下馬橋

おんばしら館
よいさ

魁塚

富士見橋

春宮大門

西大路口

社東町

役場前

赤砂

栄町
下諏訪駅前

大社通り

旦過の湯

新湯

菅野温泉

矢木温泉

十
四
瀬
川

西
大
路

至
岡
谷・

塩
尻

万治の石仏

星が丘

医王渡橋

中山道
京都へ

甲州道中
江戸へ

中山道
江戸へ

注連掛バス停 萩倉

樋橋

萩倉

諏訪変電所

下屋敷

小深沢

大深沢

町屋敷

斧立

萩倉中町

木落坂
芭蕉句碑

木落し坂注連掛

樋橋本陣跡

児湯

和
田
峠

中
山
道
最
大
の
難
所
と
い

わ
れ
た
和
田
峠
。峠
の
頂

上
に
は
御
嶽
山
遙
拝
所
碑

や
馬
頭
観
音
碑
、賽
の
河

原
地
蔵
が
建ってい
ま
す
。

（
標
高
約
１
、６
０
０ｍ
）

1

1

3

4
5

6

7

8

9

中
山
道

西
餅
屋

旅
人
が
杖
を
お
い
て
休
ん
だ
場
所

を
立
場（
た
て
ば
）と
いい
ま
す
。こ

こ
は
峠
に
向
か
う
旅
人
が
心
を
引

き
締
め
、峠
を
越
え
た
人
が
疲
れ

を
癒
し
た
立
場
。力
餅
を
売
る
四

軒
の
茶
屋
が
あっ
た
こ
と
か
ら「
西

餅
屋
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
口

留
番
所
が
置
か
れ
てい
ま
し
た
。

（
標
高
約
１
、３
０
０ｍ
）

3

石
小
屋
跡

安
政
二（
１
８
５
５
）年
、

六
月
下
之
原
村
が
、峠

を
往
来
す
る
旅
人
の
安

全
の
た
め
、五
十
両
の
寄

進
を
得
て
作
っ
た
石
積
み

の
小
屋
。そ
の
痕
跡
が
今

も
残
り
ま
す
。

（
標
高
約
１
、４
５
０ｍ
）

2

2

遊泉ハウス
児湯

下諏訪宿
本陣（岩波家）

中川旅館

新鶴本店

旦過の湯
来迎寺

七彩 Jeeen
ワインショップ＆スタンド
湯田坂岩井堂酒店

牛すじカレー
下町ひまわり

三代目
おくむら旅館

大増旅館

鉄鉱泉本館

今井邦子文学館
馬宿・大阪屋

青塚
古墳

ぎん月梅月

御宿まるや
聴泉閣かめや旅館 奴

しもすわ今昔館
おいでや

宿場街道
資料館

ニデック
オルゴール記念館
　すわのね

諏訪大社
下社秋宮

甲州道中

お休み処

社務所

ふれあい広場
秋宮スケート
リンク

宝物殿
神楽殿

弊拝殿

山猫亭
はなれ

山猫亭本店

第三区
消防分団

永田薬局

菅野温泉

新湯

あべならや

町営四ッ角
駐車場（御田町）

そば処みやさか
春屋

（古民家）

大社通り・八幡坂

衣紋坂

千尋池

手水舎

八幡山

おみやげ処
専女八幡
専女の欅

大社煎餅

二十四節気
神楽

御
田
町
通
り

湯
田
坂

二葉屋酒店

御田町

大社通り

問屋場・会所・
甲州道中終点
綿の湯跡

下諏訪宿

加宿
友之町 中山

道

中山道
京都へ

中山道
江戸へ

明治期の西餅屋
（下諏訪町宿場街道資料館展示資料）
（原本：横浜開港資料館）

下社木落し（御柱祭）
昭和19年御柱祭注連掛の神事（上）

現在の注連掛（右）

木
落
し
坂

御
柱
祭
の
最
大
の
見
せ
場

と
し
て
知
ら
れ
る
諏
訪
大

社
下
社「
木
落
し
坂
」。長

さ
１
０
０ｍ
、斜
度
35
度
の

難
所
で
す
。

（
標
高
約
８
９
０ｍ
）

7
注
連
掛

御
柱
祭
で
御
柱
に
注
連
縄

を
張
る
場
所
。
下
社
の
御

柱
は
こ
こ
ま
で
が「
山
出
し
」

で
約
一
ヶ
月

後
、こ
こ
か

ら「
里
曳
き
」

が
始
ま
り

ま
す
。

8

樋
橋
本
陣
跡

樋
橋
に
置
か
れ
て
い
た
茶

屋
本
陣
小
松
家
の
屋
敷

跡
。町
指
定
文
化
財
で
す
。

（
標
高
約
１
、０
０
０ｍ
）

江
戸
よ
り
五
十
四
里
。自

然
石
の
立
派
な
石
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

5

魁
塚

一里
塚

6

浪
人
塚

元
治
元（
１
８
６
４
）年
、尊

皇
攘
夷
を
掲
げ
水
戸
藩
を

脱
藩
し
た
浪
士
軍
が
京へ
向

か
う
途
上
、阻
止
し
よ
う
と

し
た
高
島
、松
本
藩
と
激
突

し
、そ
の
戦
死
者
を
悼
ん
で
、

塚
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

（
標
高
約
１
、０
６
０ｍ
）

4
（
水
戸
浪
士
の
墓
）

（
五
十
四
里
）

し
め
か
け

さ
き
が
け
づ
か

10

10

万
治
の
石
仏

9

11

11

明
治
維
新
の
折
、官
軍
の
先

ぽ
う
と
し
て
年
貢
半
減
な
ど

を
掲
げ
中
山
道
を
江
戸
へ
と

向
か
っ
た
赤
報
隊
が
、維
新

政
府
に
よ
り
斬
首
さ
れ
た
の

が
こ
の
地
。そ
の
後
、相
楽
総

三
ら
の
名
誉
回
復
が
成
さ
れ
、

処
刑
場
所
に
立
て
ら
れ
た
の

が「
魁
塚
」で
す
。

春
宮
の
近
く
、田
ん
ぼ
の
中

に
鎮
座
す
る
阿
弥
陀
如
来

の
石
仏
で
す
。高
さ
２ｍ
余

の
自
然
石
に
ち
ょ
こ
ん
と
頭

を
の
せ
た
姿
が
興
味
深
く
、

各
界
著
名
人
が
絶
賛
し
た

こ
と
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

下
諏
訪
宿
本
陣

参
勤
交
代
の
諸
大
名
が
泊

ま
っ
た
本
陣
。
明
治
十
三

（
１
８
８
０
）年
、明
治
天

皇
が
御
巡
幸
の
際
に
お
休
み

に
なっ
た
武
家
茶
室
や
中
山

道
随
一と
称
さ
れ
る
庭
園
の

風
情
も
印
象
深
い
で
す
。

10

　
江
戸
を
起
点
と
す
る
五
街
道（
東
海

道
、中
山
道
、甲
州
道
中
、日
光
道
中
、

奥
州
街
道
）の
中
で
も
、中
山
道
は
東

海
道
と
と
も
に
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ

重
要
な
街
道
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
街
道
は
、江
戸
日
本
橋
を
基

点
に
武
蔵
国（
埼
玉
県
）か
ら
上
野
国

（
群
馬
県
）を
経
て
信
濃
国（
長
野
県
）

に
入
り
、さ
ら
に
美
濃
国（
岐
阜
県
）、

近
江
国（
滋
賀
県
）か
ら
京
都
に
至
る

ま
で
の
約
百
三
十
二
里
、六
十
九
次

で
し
た
。

下
諏
訪
宿
は
、甲
州
道
中
の
終
点

に
あ
っ
て
古
く
か
ら
諏
訪
大
社
の
門

前
で
あ
り
、ま
た
当
時
中
山
道
で
唯
一

温
泉
の
湧
く
宿
場
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

中
山
道
と
甲
州
街
道
が
出
会
う

　
　
　
大
社
と
い
で
湯
の
宿
場
ま
ち

旧下諏訪宿周辺

地図の凡例

食祭館

五十三里塚

樋橋付近詳細 砥
沢

大樋橋

浪人塚

芙蓉
パーライト工場樋橋本陣跡

樋橋村

薬師堂跡

砥川

餅屋川

馬頭文字碑５体

公樋橋
バス停

××××××××××××

長和町役場
TEL.0268-68-3111

桔梗屋旅館

みなとや旅館

裏面は
甲州道中

しも
すわを歩こう！

街 道
めぐり

宝華

ちいとこ商店

ダイシメ惣菜店 mee mee center
Sumeba

諏訪御湖鶴
酒造場

すてっぷ
カサイ

飛やじ

衣紋坂

蕎麦屋
みのり

Cafe
Tac

三澤屋書店

パン工房
たるかわ

とんかつ
丸一

◎発  行／ 下諏訪町産業振興課　  ◎企画・制作／ 下諏訪商工会議所　
◎監  修／ 郷土史家　蟹江 文吉

★観光については
お問い合わせ先

下諏訪観光協会
〒393-8501 長野県諏訪郡下諏訪町4613-8

TEL.0266-26-2102

★宿泊については
下諏訪観光案内所（水曜定休）
〒393-0056 長野県諏訪郡下諏訪町5317

TEL.0266-28-2231

八幡坂高札
ひろば

四ツ角
湯けむりひろば

八幡坂高札ひろば

※掲載情報は2023年7月現在のものです
2023.07  3000

と
よ
は
し

中山道（通行可能）

中山道（通行不可）
××××××××

トイレ
バス停
温泉    足湯
旅館・ホテル
食事・レストラン
観光案内
AED設置施設

Wi-Fiスポット

神社　  寺院

※一部施設のみ

※一部制限有り

秋宮前観光案内所

秋宮前観光案内所

※冬期閉鎖

※冬期閉鎖



上諏訪駅 上諏訪宿

足湯

諏訪大社
下社秋宮

中山道との
合流点

中山
道

甲州道中

津島神社

杉の木社
（尾掛松）

上諏訪宿へ
（左下からの続き）　　

上諏訪へ
（右の地図に続く）　　

下諏訪
中学校

下諏訪町
交番

下諏訪南
小学校

諏訪湖博物館
赤彦記念館

下諏訪郵便局

高木公園

ハーモ美術館 富士見百景

桜並木

カーサ・デ・ソル湖浜

殿村遺跡

柿蔭山房
藤の木社

諏 訪 湖

東照寺跡

高木城跡

石投場

一里塚
（五十三里）

橋本政屋

諏訪信用金庫
湖浜支店

AFASスワ

諏訪湖旅館

リカーハウス
ながさき

ユーペン
ハウス

グレイスフル
下諏訪

神宮寺
参道

下社
神宮寺址

魁塚

高浜公園
マレットゴルフ場

高浜
運動公園

威徳寺

五官

タクシー乗り場

タクシー
乗り場

タクシー乗り場

四王
公園

下諏訪駅

承知川橋

土田墓地

承知川

西浜町
郵便局

高木簡易
郵便局

公
高木公民館

高浜

湖浜

富部

高木

湖岸通り1 湖岸通り1

湖岸通り2

湖岸通り3

湖岸通り3

湖岸通り4

間欠公園

諏訪1

諏訪1・2

藤の木

南小前

下諏訪駅前

春宮大門
大社通り

高浜

甲
州
道
中

江
戸
へ

中山道
（京都へ）

中山道
（江戸へ）

下諏訪宿町営四ッ角
駐車場

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

友の町駐車場

犬射馬場跡

諏 訪 湖

寿量院

北澤美術館

老人ホーム
聖母寮

セイコー
エプソン

セイコー
エプソン

サンリツ服部美術館
ホテル
紅や

朱白

しんゆ
萃sui-
諏訪湖

間欠泉センター

高浜健康温泉センター
ゆたん歩。

ぬのはん
浜の湯

鷺乃湯

湖畔公園

湯の脇

城北小学校

片倉館

上諏訪駅西口

かたくらシルクホテル
諏訪市美術館

油屋

先宮神社

温泉寺

指月庵

裁判所

並
木
通
り

諏訪局

上諏訪
中学校

諏訪警察署

みずべ公園

いちょう並木

いいなり
地蔵

大灯篭

御
田
町
通
り

グリーン
サンホテル

マスヤゲストハウス

諏訪観光案内所
TEL.0266-58-0120

下諏訪観光案内所

秋宮前
観光案内所

甲
州
道
中

　
甲
州
道
中
は
、日
本
橋
か
ら
下
諏

訪
を
結
ぶ
五
十
三
里
十
一
町
の
街
道
で

五
街
道
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

初
め
は
甲
州
海
道
と
い
い
ま
し
た
が
、

海
辺
を
通
る
道
で
は
な
い
か
ら
と
、正

徳
六
年（
１
７
１
６
）甲
州
道
中
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
州
道
中
は
徳
川
幕
府
が
、豊
臣

恩
顧
の
外
様
大
名
ら
が
江
戸
へ
攻
め

て
き
た
時
の
逃
げ
道
と
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。参
勤
交
代
で
こ
の
街
道
を

通
っ
た
大
名
は
、信
州
の
高
島
、高
遠
、

飯
田
の
三
藩
と
甲
斐
の
諸
藩
に
す
ぎ

ず
、公
用
の
通
行
と
い
え
ば
、江
戸
城

へ
の
お
茶
壺
道
中
の
外
、江
戸
幕
府
と

甲
府
勤
番
、代
官
所
と
の
連
絡
が
主

で
し
た
。中
山
道
な
ど
に
比
べ
れ
ば
通

行
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、多
く

の
旅
人
が
行
き
交
う
道
で
し
た
。

尾
掛
松
の
伝
説

東
照
寺
の
飴
釉
瓶
子

そ
の
昔
、神
々
が
出
雲
の
国
で
会
議
を
開

い
た
際
、思
い
思
い
の
姿
で
お
出
か
け
に

な
っ
た
。諏
訪
明
神
は
竜
の
姿
で
参
加
さ

れ
た
が
尾
が
見
え
な
い
。「
尾
は
ど
こ
に
？
」

の
問
い
に「
尾
は
高
木
の
尾
掛
松
に
掛
か

っ
て
い
る
」と
答
え
ら
れ
た
。こ
の
言
葉
が

現
在
の
大
和（
お
わ
）・
高
木
と
い
う
地
名

の
由
来
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

上
諏
訪
宿
と
下
諏
訪
宿
の
間
に
残
る
中
の
茶

屋
。江
戸
時
代
の
面
影
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

ま
す
。門
は
高
島
城
の
門
を
移
築
し
た
物
か
、

あ
る
い
は
写
し
と
言
わ
れ
、医
薬
門
と
い
う

格
式
あ
る
形
式
。旅
人
の
安
全
を
祈
願
し
、

門
の
上
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
札
と一緒
に

円
鏡
が
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

津
島
神
社

尾
張
津
島
神
社
の
分
社
で
、素

戔
嗚
尊（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）が
主
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。旧
高

木
村
の
鎮
守
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、

明
治
五
年
に
は
村
社
に
昇
格
。

境
内
に
は
島
木
赤
彦
・
伊
藤
左

千
夫
・
斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
や
岩

本
木
外
の
句
碑
、大
和
作
内
制

作
の
ブロン
ズ
像
が
あ
り
ま
す
。

柿
蔭
山
房

甲
州
道
中

中
山
道
合
流
の
碑

承
知
川
橋

武
田
信
玄
が
合
戦
に
赴
く
途
中
、諏
訪

明
神
に
戦
勝
祈
願
を
し
、勝っ
た
ら
社
殿

を
建
て
替
え
、三
重
塔
を
建
立
す
る
と
約

束
し
ま
し
た
。帰
途
こ
の
橋
を
渡
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、信
玄
の
馬
が
突
然
立
ち
止

まって
動
か
な
い
。神
と
の
約
束
を
思
い
出

し「
神
の
お
告
げ
承
知
仕
り
候
」と
申
し

上
げ
た
と
こ

ろ
、馬
が
歩
き

出
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の

川
を
承
知
川
、

こ
の
橋
を
承
知

川
橋
と
呼
ぶ
よ

う
に
なっ
た
と
い

わ
れ
てい
ま
す
。

六
方
石
で
で
き
た
一
里
塚
。

六
方
石
は
、打
て
ば
か
ん
か
ん

と
金
属
音
を
発
す
る
の
で
俗

称
か
ん
か
ん
石
と
言
わ
れ
、

形
状
か
ら
は
棒
石
と
も
言
わ

れ
ま
す
。一
里
塚
の
碑
に
は

「
甲
州
道
中
一
里
塚　
江
戸

よ
り
五
十
三
里
、昭
和
三
十

七
年
建
立
」と
あ
り
ま
す
。

高
木
城
跡

金
刺
氏
の
分
家
で
あ
る
高
木
氏
の

山
城
。山
城
は
近
世
の
平
城
と
違っ

て
居
住
は
せ
ず
、武
器
弾
薬
、宝

物
を
保
管
す
る
場
所
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。城
主
、大
和
監
物
の

墳
墓
は
慈
雲
寺
に
あ
り
、過
去
帳

か
ら
は
高
木
城
主
と
大
和
城
主
が

同
属
で
、互
い
に
助
け
合
う
関
係

に
あっ
た
と
推
測
さ
れ
てい
ま
す
。

石
投
場

諏
訪
湖
を
眼
下
に
し
た
展
望
に
優

れ
た
場
所
。昔
は
石
を
投
げ
れ
ば

諏
訪
湖
に
届
く
よ
う
な
所
だっ
た
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。明
治

十
三
年
、明
治
天
皇
ご
巡
幸
の
折

に
は
、こ
こ
か
ら
漁
夫
た
ち
の
投

網
の
様
子
を
ご
覧
に
なっ
た
と
いい

ま
す
。地
元
高
木
地
区
で
は
、そ
の

記
念
に「
明
治
天
皇
駐
輦
址
」と
刻

ま
れ
た
大
き
な
碑
を
建
て
ま
し
た
。

杉
の
木
社

1

567

一里
塚

8

9

10
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3
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1
2
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4
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6

7

8

9

橋
本
政
屋

ア
ラ
ラ
ギ
派
の
詩
人
、島
木

赤
彦
の
自
宅
。歌
を
発
表
す

る
時「
柿
の
村
人
」と
号
し
た

こ
と
も
あ
り
、自
宅
を
柿
蔭

山
房
と
名
づ
け
ま
し
た
。樹

齢
三
百
年
を
超
え
る
と
い
う

老
松
が
、今
も
見
事
な
枝
を

張ってい
ま
す
。大
正
十
五
年

三
月
二
十
七
日
、五
十一歳
で
亡
く
なっ
た
赤
彦
を
偲
び
、

昭
和
六
十
三
年
よ
り
赤
彦
忌
を
開
催
し
てい
ま
す
。

し
い
ん

さ
ん
ぼ
う

あ
め
ゆ

へ
い
し

藤
の
木
社

金
刺
氏
の
分
家
、高
木
氏
の
神
社
。

永
正
五
年
、下
社
の
金
刺
氏
が
上

社
と
の
抗
争
に
敗
れ
、滅
び
た
後

に
金
刺
の
支
配
下
に
あ
っ
た
地
域

は
上
社
の
支
配
に
な
り
ま
し
た
。

（
五
十
三
里
）

大
正
元
年
に
東
照
寺
の

一
部
の
畑
か
ら
６
個
の

完
全
な
瓶
子
が
発
掘
さ

れ
ま
し
た
。瓶
子
は
正

し
く
二
列
に
埋
め
ら
れ

て
い
た
と
い
い
、６
個
の

う
ち
１
個
残
っ
た
も
の

が
長
崎
氏
の
手
で
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
器
は

飴
釉
瀬
戸
、淡
い
茶
色

で
、高
さ
二
十
七
ｃ
ｍ
、

胴
の
径
十
八
ｃ
ｍ
あ
り
、

胎
土
に
は
美
し
い
菊
の

印
花
４
つ
を
刻
み
め
ぐ

ら
せ
て
い
ま
す
。
鎌
倉

時
代
初
期
に
で
き
た
古

瀬
戸
の
ひ
と
つ
。こ
う

し
た
高
級
貴
重
品
を
使

う
文
化
が
鎌
倉
時
代
の

初
め
、こ
こ
に
あ
っ
た

こ
と
は
驚
異
で
す
。お

そ
ら
く
僧
侶
の
墓
で
火

葬
が
定
着
し
て
い
た
と

思
わ
れ
、東
照
寺
の
規

模
が
大
き
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
か
ら
五
十
三
里
十一丁
地
点
で

中
山
道
と
合
流
し
て
い
ま
す
。付
近

に
は
日
帰
り
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

しも
すわを歩こう！

街 道
めぐり

中
山
道
と
甲
州
街
道
が
出
会
う

　
　
　
大
社
と
い
で
湯
の
宿
場
ま
ち

地図の凡例

A

B

A

B

尾
掛
松
と
呼
ば
れ
る
古
木
が
、現
在
の
杉
の
木

社
の
傍
ら
に
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。こ
の
木
は
マ

ツ
、ス
ギ
、ヒ
ムロ
な
ど
に
植
え
替
え
ら
れ
、神
木

と
し
て
祭
ら
れ
て
き
ま
し
た
。近
年
ま
で
あっ
た

木
は
ヒ
ノ
キ
科
の

柏
槙（
び
ゃ
く
し

ん
）で
、樹
齢
約
千

年
、目
通
り
周
囲

３
・
２ｍ
。昭
和
五

十
六
年
、町
の
天

然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

明治天皇駐輦址（ちゅうれんし）の碑

※

現
在
は
民
家
等
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
の

　
で
、
決
し
て
石
を
投
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

裏面は
中山道

柿
蔭
山
房
よ
り
諏
訪
湖
を
望
ん
で

湖
の
氷
は
と
け
て
な
ほ
さ
む
し

　
　
　
三
日
月
の
影
波
に
う
つ
ろ
ふ島木

赤
彦

食祭館

ニデック
オルゴール記念館
すわのね
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